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 先週はドルも株も反発する動きになりました。 

ただし、大きく見るとレンジの中をフラフラ動いている状況が続いているため方向感がは

っきり出ているわけではありません。 

 ９月の米国利上げはほぼ確実という見方ですが、今はドル高期待感より新興国通貨から

の逃避などで安全資産としてのドル買いの動きに見えます。 

 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１０９円台で跳ね返されて、１１１円台まで戻してきました。 

ここからの上値余地がどの程度あるのか気になります。 

 テクニカルで見ると１１１円あたりをキープできれば上値を伸ばしていきそうです。 

１１０．８円を割り込むと再度１０９円あたりまで下げる可能性も。 

 基本的には１１０円あたりを中心としたレンジが数か月ほど続いている。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も先週は上昇する動きとなりましたが中長期的にはトレンドが下を向いてしま

っているものが多いため高値買いは避けたいです。 

 ユーロ／円は１３０円あたりに抵抗があるので、このあたりで上値が重くなれば注意。 

   

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では全国消費者物価指数、鉱工業生産などがあります。 

米国では４－６月期ＧＤＰ（改定値）、個人消費支出、シカゴ購買部協会景気指数、ミシガ

ン大学消費者信頼感指数などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏とドイツで消費者物価指数、ドイツでＩＦＯ景況感指数、ユーロ圏で消

費者信頼感指数などがあります。 

ほかには、カナダ、インド、ブラジルなどでＧＤＰの発表などがあります。 


